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平成27年 第２回北上市総合教育会議会議録 

 

１  日時  

  平成 27年 11月 18日（火）  午後１時 30分開会  

              午後３時 30分閉会  

 

２  場所  

  北上市市民交流プラザ  

 

３  内容  

(1) 市長からの協議  

   北上市教育大綱（素案）について  

(2) 教育委員会からの協議  

 来年度以降の教育関係の施策事業について  

 

４  会議に出席した構成員  

  髙橋敏彦北上市長  

  小原善則教育長  

  薄衣景子教育長職務代理者  

  髙橋善郎教育委員  

  高橋きぬ代教育委員  

  照井渉教育委員  

 

５  オブザーバー  

  及川義明副市長  

 

６  説明のため出席した職員  

  企画部  

   松田幸三企画部長  

   高橋謙輔政策企画課長  

  まちづくり部  

   佐藤秀城まちづくり部長  

   照井啓治まちづくり部参事  

   八重樫信治生涯学習文化課長  

   小原善浩スポーツ推進課長  

   及川健二国体推進課長  

  教育部  

   髙橋邦尚学校教育課長  

   斉藤昌彦子育て支援課長  

   高橋文明文化財課長  

   千田研洋学校給食センター所長  



- 2 - 

   高橋博鬼の館館長  

   小原金則中央図書館長  

 

７  事務局  

   阿部裕子教育部長  

   菅野和之教育部総務課長  

   佐藤祐介教育部総務課長補佐  

 

８  傍聴者  

  ２名  

 

９  会議の概要  

(1) 市長からの協議  

   北上市教育大綱（素案）について  

協議の結果６Ｐに放課後児童の健全育成を図る環境を整備していくよう盛

り込むこととした。  

 

(2) 教育委員会からの協議  

 来年度以降の教育関係の施策事業について  

子育て世代の負担軽減、小中学校での生活や子どもたちの生活の充実、英

語教育の充実について教育委員会の考えを説明し、予算措置については、今

後、政策推進会議で協議していくこととした。  

 

10 会議録  

  次のとおり  
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（開会 午後１時30分） 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 ただいまから平成27年度第２回北上市総合教育会議を開会いた

します。 

 協議に入りますまで、進行を務めさせていただきます教育部長の

阿部でございます。よろしくお願いいたします。 

 はじめに、髙橋市長からあいさつをお願いいたします。 

 

 お忙しい中、第２回の市の総合教育会議へお集まりいただきあり

がとうございます。今日は、市の教育大綱の素案について御協議を

いただくほか、教育委員の皆様方からの協議、この２点についての

協議ということになります。教育大綱に関してというわけではあり

ませんけれども、先般、全国市長会に合わせて岩手県市長会の研修、

視察がありまして、富山に行ってまいりました。富山を含めて北陸

三県の教育力の高さというのは定評があるところだろうなという

ことで、そういう視点で眺めてまいりましたけれども、富山市長に

言わせれば、やはり三代一緒に住んでいる家庭が多い、その中でお

孫さんの教育をおじいちゃん、おばあちゃんがしっかりとみている

環境があるということでしたし、それと同時に地域の伝統的なもの

があるのだろうなというふうに思って見てきました。そしてまた、

40万人位の都市でありましたけれども、駅周辺には予備校がかなり

ありまして、そして進学の数値が大きくのっているんですね。地元

の大学の２倍位の数値で東大に行っているという事実を見て非常

に愕然としましたし、更には色々と聞いてみると、国を動かしてい

る要所々に人材を輩出しているということもうかがい知ることが

できました。本当に地域を動かしている活力として、教育力を十二

分に発揮している地域だなというふうに思って帰ってきたところ

でございます。是非、北上市も少しでもいいですので、そういった

ところを見習いながら前に進むことが出来るとそう思っておりま

すので、よろしくお願い申し上げまして開会のあいさつに代えさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございます。 

それでは、協議からは市長が座長として、進行をお願いいたしま

す。 
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市  長 

 

 

 

政策企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、早速大きな３番の協議に入りたいと思います。 

(1)北上市教育大綱（素案）についてということで、これについ

ては、市長部局企画の方から説明をよろしくお願いします。 

 

 企画部政策企画課の高橋と申します。私の方から御説明を申し上

げます。お手元の資料、北上市教育大綱（素案）ということであり

ますので、そちらを御覧になっていただきたいと思います。前回、

第１回会議でお示ししました通り、10月までで一旦協議をして今回

素案を取りまとめましたので、これを御説明申し上げ、御意見をい

ただきたいと考えております。 

 まず最初に策定の趣旨でございますが、これは御案内の通り、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴いまして平成

27年４月に新しい教育委員会制度が始まっております。これにより

北上市総合教育会議も新たに設置されているところでございます。

この法律の改正の中で、地域の実情に応じた教育、学術及び文化の

振興に関する総合的な施策に関する施策の大綱を地方公共団体の

長が定めるというふうになってございますので、北上市総合教育会

議における協議を経まして、北上市の教育行政を推進していく基本

的な方針として「北上市教育大綱」を定めることとするものでござ

います。期間でありますが、平成27年度から平成30年度までの４年

間とするものでございます。これは、市長任期と同じ期間とするも

のでございます。３番目、大綱の考え方でございますが、北上市の

教育行政は、まず１つは「北上市総合計画」がございます。それか

ら「北上市教育振興基本計画」がございます。この「総合計画」と

「北上市教育振興基本計画」これらの整合を図りながら国の教育振

興基本計画の参酌を含めて取りまとめをするものでありますが、市

長マニフェストにより重点政策を定めるところで今回のこの教育

大綱を定めたいというふうに考えております。下の方に図がござい

ます。北上市の総合計画は、基本理念として「自ら創造し、いきい

き支え合い、笑顔咲きほこるまち」ということでございます。政策

の基本目標、これは６つ定めているわけですが、教育に関するもの

としましては、「生きる力を育み、文化が躍動するまちづくり」。こ

こがメインとなってございますが、「子育てと医療・福祉の充実し

た健やかなまちづくり」ということで、主には保育所、子育ての関

係でこの分野が含まれているところでございます。一番下のところ

に、北上市の教育振興基本計画「郷土を愛し 未来を拓き いのち
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輝く 人づくり」ということをテーマにして、この計画が定められ

ているところでございます。総合計画と教育振興基本計画と整合を

とりながらということでございますが、なお市長マニフェスト、こ

れを重点政策と位置付けながら、総合計画、教育振興基本計画を整

合を図りながらこの教育大綱を定めるというものでございます。４

番目、基本目標というところになりますが、この教育大綱素案をめ

くっていただきますと、後ろの方に市長のマニフェストを綴ってお

りますので、そちらをちょっと先に御覧になっていただきたいと思

います。市長マニフェストの１ページがありまして裏面の方に、具

体的にその政策の柱ごとのマニフェストが掲載されてございます。

教育・芸術文化それから子育て・医療・福祉というところで、こち

らを基本目標、それから重点政策ということで位置づけるような形

になってございます。基本目標の方へ戻っていただきたいと思いま

すが、教育力は地域の力、地域を担う人材が育ち、多様な自己実現

が可能なまちということで、これは市長のマニフェストの教育に書

かれる基本的な考え方、これはそのままここに記載されているとこ

ろでございます。考え方でございますが、「学力」いわゆる個々の

「学ぶ力」が高い地域ほど、活力の高い地域であると言われており

ます。北上市がまちづくりを行っていくうえで、地域を支える学力

の高い人材を育てていくことが必要です。そのためには、学校や地

域、家庭など社会全体で、新しい時代を切り拓く心豊かでたくまし

い人材を守り育てるとともに、多様な自己実現が可能なまちを目指

していくことが重要ですということでこれを基本目標に掲げたい

というふうに思っております。５番目の重点政策でございます。こ

れも市長マニフェストに掲げているもので構成をされております。

３つの柱で構成されておりますが、まず１つ目の柱は、学校教育の

充実と家庭・地域の教育力向上であります。項目としましては、学

力向上に関する市民意識の醸成、学校施設の整備等による学校教員

環境の充実、外国語教育の充実と外国人のための教育環境整備とい

うことでございます。２つ目の柱としましては、市民総参加のスポ

ーツ推進、項目としましては、いわて国体・全国障がい者スポーツ

大会を活かしたスポーツ振興、２つ目がスポーツ推進計画を策定す

るとともに、競技施設環境の整備・充実、３つ目が市民の日常のス

ポーツ習慣の醸成です。３つ目の柱が、地域教育・芸術文化・国際

交流の推進です。項目としましては、在住及び来訪外国人の生活環

境の整備と交流機会の創出、２つ目が芸術文化活動の場の拡充、３



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ目が地域の歴史や伝統文化に親しむ機会の充実ということにな

ってございます。最後のページでございます。６つ目として、施策

の基本方向ということで、このページは基本的に教育振興基本計

画、これは平成23年度から32年度までのものになってございまし

て、この構成と一致させているものでございますが、柱として５つ

ございます。その内、就学前教育の充実につきましては、教育振興

基本計画の中の就学前教育にしぼった形で柱に掲げてございます。

それから４つ目の豊かなスポーツライフの実現とスポーツ環境の

整備充実でございますが、これも基本的には柱は同じですが、東京

オリンピックやラグビーワールドカップなどの大きなイベントを

好機と捉え、スポーツを通した交流を促進します。といったところ

は、これは現行の教育振興基本計画に記載が無いところでございま

す。そこが追記になっているところでございます。それ以外は教育

振興基本計画と基本的に一致させているものでございます。まず１

つ目の就学前教育の充実でございますが、幼児期に人間形成の基礎

を培うために、幼児教育と保育の一体化を進めるとともに、幼稚園、

保育所と小学校との連携を図る就学前教育を推進します。というこ

とでございます。２つ目は、生きる力や豊かな人間性をはぐくむ学

校教育の推進。項目としましては、すべての児童が「生きる力」を

はぐくむために、学校、家庭、地域が一体となって「確かな学力」

「豊かな心」「健やかな体」を培う教育を推進します。２つ目、学

校においては、基礎的、基本的な知識及び技能を確実に習得させ、

これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表

現力などをはぐくむ教育を推進します。３つ目、児童生徒の発達段

階を考慮して、言語活動を拡充させるとともに、家庭との連携を図

りながら、児童生徒の学習習慣が確立するように配慮します。３つ

目の柱です。いきいきと共に楽しく学ぶ環境づくり、１つ目の項目、

あらゆる世代の市民に多様な学習機会を提供し、学ぶ楽しさを共有

していきいきとした人生が実現できるよう支援します。２つ目、学

習ニーズを把握し、歴史、自然、詩歌、民俗芸能などの文化に加え、

現代の諸問題の理解、専門性の高い知識の習得、子育てのための情

報交換など、生活に密着した内容を盛り込むとともに、ものづくり

が基礎となっている本市の特徴を多くの市民が学ぶことができる

よう努めます。４つ目の柱です。豊かなスポーツライフの実現とス

ポーツ環境の整備充実、１つ目の項目、誰もがその年代や体力に応

じて、楽しみながら体力向上や健康維持が出来るように、スポーツ
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市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薄衣景子委員 

 

をする機会の拡充に努めます。２つ目、平成28年度に開催される希

望郷いわて国体と全国障がい者スポーツ大会に、市をあげて取り組

み、市民のスポーツ推進の契機とするとともに、引き続き競技力向

上に取組みます。３つ目、東京オリンピックやラグビーワールドカ

ップなどの大きなイベントを好機と捉え、スポーツを通した交流を

促進します。５つ目の柱です。地域の芸術文化の再発見と振興、項

目としましては、地域の歴史や風土の中ではぐくまれてきた文化資

源を見直し、芸術文化がもたらす潤いや豊かさを発信し、多くの市

民が多様な芸術文化に触れる機会の拡充と未来へ継承する人材の

育成に努めます。内容は以上でございますが、今後の日程を最後に

説明をさせていただきたいと思います。今回の協議のあと、議会の

方には12月の通常会議がありますので、12月17日議会の全員協議会

議で御説明いたしまして、そののちパブリックコメントを実施した

いと考えてございます。そのうえで来年１月の第３回目のこの会議

で最終案を御協議、確認をしていただきまして、今年度中に協議決

定のうえ策定をしたいというふうに考えているところでございま

す。私からの説明は以上です。 

 

 若干、補足をさせていただきますけれども、５ページの４の基本

目標と５の重点政策については、先程説明があったとおりマニフェ

ストというより、選挙のチラシの中からそのまま転記したものでは

ありますが、一応これは市民の皆様のお約束ということでございま

すので、ここについてはこれでいかしていただきたいというふうに

思いますし、更には、それに加えて６番ですね、６ページに加える

施策の基本方向ということについては、重点政策には直接かかわり

ないものでも、ここに関しては載せてもいいことになりますので、

この部分について重点的に、皆様方から「こういう視点がほしいの

ではないか」というものがあれば、是非あげていただければいいの

かなというふうに思っているところでございます。考え方としては

、教育・芸術・文化にしぼってシンプルにしていきたいということ

でこのような形にさせていただいたものであります。 

 それでは、皆様方から御質問、御意見等あればお受けしたいと思

います。 

 

 質問ですが、よろしいでしょうか。５ページの基本目標の中の２

行目の「地域を担う人財が育ち」とありますが、人材の材を財でこ
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高橋きぬ代委員 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋きぬ代委員 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

の字を使われたという意味を御説明いただけますでしょうか。 

 

 それほど大きな意味は無いのですが、やはり地域を作っていくの

は人ですし、人は宝という意味がまず頭にありますので、それを使

わせていただいたということですね。 

 

 同じく市長の考えをもう少し深く把握するために、５ページの重

点政策の中の(1)にあります学校教育の充実と家庭・地域の教育力

向上とありますが、地域の教育力のイメージを少し聞かせていただ

きたいのですが。 

 

 昨年度まで相当議論したところの地域教育力とイコールであり

ますけれども、冒頭にあいさつの中で申し上げましたけれども、家

庭の環境、地域の環境が子どもたちに与える影響は相当大きいなと

いうふうに感じております。特に東北三県の家庭の状況、地域の状

況を聞くにつれ、そのような思いを強くしているところでありま

す。更には、この北上市は様々な地域イベントがありますので、そ

の地域イベントに関わることによって相当の物事を進める力、学ぶ

力であったり、コミュニケーションの力であったりそういったもの

が育ってくるのではないかなというふうに思っております。そうい

うふうな目で、地域の活動、そういったものを見ていくことによっ

て子どもたちの教育にとって非常に有効に働いてくるのではない

かなというふうに思っております。 

 

それと関連してなのですけれども、その下にあります、学力向上

に関する市民意識の醸成というのは、今、この市民意識の醸成のと

ころなんですけども、これも今おっしゃった地域の子どもたちの学

ぶ力を高める、そういった環境づくりとしての市民の意識を向上さ

せていきたいということでしょうか。 

 

 もちろんそれもありますし、一方で例えばずっと前ですけれど

も、教育力に関する勉強会の中で、出てきたショッキングな親の言

葉に「勉強が出来る子にすると、地域から離れてしまうということ

がある。どうせならば、そこそこの学力でいいから地域に残って欲

しい。」というようなことを聞きますと「そうではないのではない

か？」とやはりしっかり学ぶ力を身に付けて一旦は出ても地域を思
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市  長 
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って帰って来るなり、あるいは外へ出た中でも生まれたところを支

えてくれるような人材を育てていくということが我々の役目、親の

役目でもあるし、地域の役目でもあるなという思いで、そういう意

識を皆でつくっていけばいいかなと思ってこの表現になったとい

うことです。 

 

 もう１点よろしいでしょうか。同じく５ページの重点政策(1)番

の３番目外国語教育の充実と外国人のための教育環境整備とあり

ますが、富山県を視察に行かれて、特に北陸三県の教育レベルが高

いというのは定評があると市長もおっしゃられておりますけども、

現在の北上の外国語教育の現状と比べると、その辺は今回行かれて

やはり「違うなあ」ということを感じられましたでしょうか。 

 

 残念ながらそこまでは突っ込んでは見てきませんでしたけれど

も、突っ込んで聞けばおそらく違うものが出てくるのではないかと

いう予感だけはもらってきたなというふうに思っております。具体

的にどこが違うということは、ちょっと分からないですね。 

 

 外国人児童、生徒というのは北陸の方は多いのでしょうか。 

 

 あまりは見ませんでしたね。歩いている中ではあまり見ませんで

したが、公共交通を使うにあたっても日本語だけではないというの

は結構ありましたね。色んな案内からパンフレットから全ての面で

多言語化は北上の比ではないくらい進んでいるなというふうには

思っています。 

 

 ５ページですね、重点政策の(1)、(2)、(3)番共通しているかな

と思いますが、意識を醸成させる、習慣を醸成させるということで、

学校メインで考えたときに、学校経路としては、先生方も大変勉強

されていて、どういう授業がいいかということで子どもたちのため

にやっておりますし、家庭での連携も非常に強く取りたいなと、な

かなか無い時間を何とか生み出して連携を取ろうと努力してもら

っているのが大変見えているのですが、一方で市民レベルで考えた

ときに、携わりのある方々は、非常に意識的に見てくれる場面があ

るのですが、携わりの無い方はなかなか腕を振るう場面が無いわけ

ですね、そういう前提の中でいわゆる「学ぶ力」を醸成させて作っ
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ていくときに、学力の面に関しては、非常に取組みが見えるなと思

うのですが、ちょっと大きなまちづくりというところでも考えなけ

ればいけないものですから、伝統芸能などに参加してくれる子ども

たちは際立って見えるし、それに携わっている地域の大人の携わり

方、これは非常にお互いに地域教育力というところに発展している

ように感じるのですが、一方では、それに全く関わらない方々もい

らっしゃることがあると思います。これが、頻度が実は高いとか低

いとかということを検証したうえで高めていく事がまちづくりに

なるのではないかなと、それから子どもたちの居場所と言う部分で

ですね、学校という部分では学校、あるいはスポーツに携わる人だ

とスポーツ少年団に入ってそこでまた学んだりする、そこに該当し

ない子どもたちの居場所がですね、最近共働きが多いので家庭にな

るわけですが、家庭以外の場所というのが非常に限られてきてい

る。交流センターとか16地区交流センター以外の公民館なんかを活

用している地域もあるのですが、これを発展させて何か事業を起こ

していただけると子どもたちの居場所作りになるのかなと、これが

「学ぶ力」に直結する気がしていまして、最近良く聞こえてくるの

は、両親が働いているお家の中に入って遊ぶ、ほとんど小学生です

が、そうすると道路でも遊ぶんですね、大きな声を出して遊んでい

るとご近所の方に通報されるという具合もあるようですので、何か

そういう子どもたちの受け皿的なものがあると、そして受け皿にな

っている場所が学びの場になればと感じていますが、その辺がモデ

ル的にはどのようになっていればいいとお考えかなと思います。 

 

 非常に大事なことですけども、同時に難しいことだなと思って聞

いていました。１つは、学校の先生方の忙しさは半端ではないとい

うことですね。私の息子が中学校の先生をしておりましたので、と

んでもない忙しさ、クラブをもっているともっと忙しいという状況

の中で、どうやって一人一人の状況を見るのか。本当に寝る暇もな

いという状況というのは良く聞きますので、そこにまた更に負担を

求めるというのはちょっと厳しいだろうという事があります。一方

で地域を見るとまちづくりで相当の事業を抱えて身動きが取れな

い状況というのがあります。そこで、去年までの地域教育力をやる

中で「これだけは気を付けましょうね」と言ったのは、新しい事業

を作るのではなくて、今まである地域の中の事業を整理する中でそ

れが子どもたちにどんな影響を与えるのかということを良く把握
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をして、出来るだけ事業を選択する時には子どもたちの学ぶ力を育

ててあげるようなやり方だとか、それから呼びかけだとかそういっ

たことをして１つの事業をしながらいろんな効果を生み出せるよ

うな落ちを使って事業を進めるのがいいのではないかということ

で、そういう色々な地域の上手にやられている事業を発表していた

だいてそれを学ぶというようなコラムを２回か３回やりました。そ

ういった中から少しずつそれぞれの地域の事業をプラスアップし

ていくのがいいのかなと思っていました。気を付けてやっていただ

きたいのは、祭りというのは、おじいさん、おばあさんの各世代が

関わって、地域の祭りを作り上げていっていますので、そこに子ど

もたちが入ることで、相当、企画力、コミュニケーション力が本当

に付いていくのが目に見えて分かります。そういったところにどう

子どもたちを誘い込んでやっていくのかということをやはり考え

ながらやっていくのがいいのかなというふうに思っていました。今

までやってきたから良く考えないでまた続けるというような事を

やっていると次第に事業が膨らんできますので、そういうことでは

なくて自分達の足元の事業を見直して、中で統合しながら効果のあ

る事業をやっていただければいいのではないかなと思っていまし

た。学校についても中身については分かりませんので何とも言えま

せんが、そういうことなのかなと思っていました。 

 

 子どもの居場所の話が出ましたので、それに関わりまして子ども

の教育の事を考えたときに、家庭、学校、地域、行政も入っていま

すが、それにプラスした教育の場として学童保育所の占める割合が

大きいのではないかと思います。千葉県で割合早く学校と一体にな

って学童保育を開いた地域での講演会に行ったことがあるのです

が、低学年は１年間の起きている時間の最多は学童保育所で過ごし

ます。私も自分が学校に勤めているときに計算したところ、長期休

業がありますので、１、２年生は学童で過ごす時間が家庭や学校よ

りも多いです。そういうことを考えますと学童というのは大きな役

割を今後果たしていくのではないかと思うのです。但し、学童保育

所にボランティアで何回か行ったことがあるのですけども、指導員

の環境、給与体制の関係等が非常に不安定、働き甲斐はあるとは言

っていましたが、そこら辺が充実しながら学童保育所でできること

というのが今後増えていくのではないかなというふうに思います。 
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 そうですね、地域の役割を果たしている感じがしますね。そこに

居る時間が長いといえばその通りですね。非常に大きな役割を果た

すのかも知れません。そこと地域や家庭の関わりを考えると少しあ

からさまに見えてくるという気がします。 

 

 保育所も親に代わって子育てをしていることがかなり多いと思

います。先生方の分を考えて子どもたちをどう教育していくのかと

いうことが割合大きいので、幼稚園に比べて定数体制が整っていな

い保育園もこの研修を充実させながら家庭の教育の半分を保育士

が担う様な形で書かれていますが、それにしてはそこの環境があま

りも整っていないので、その辺りの教育と子どもの育ち方又は６年

生まで学童保育は養育していますが、１年生から３年生まで入って

いるお子さんが結構多い。１年で言えば50％位入っている地域もあ

りますのでそこのところを指導している先生方がいくらか余裕を

持ちながら子どもたちの方向を見定めながら保育や教育ができる

環境が今後より整っていけばいいなと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 今のお話しを例えば６ページの施策の基本方針の中に盛り込む

とすれば、盛り込みたい様な気がしますね。 

 

 本当は、就学前教育の中で教育委員会が子育て支援課の中でも非

常に力を入れて進めて行く方向で、以前に比べると研修は充実して

きているのかなと思います。 

 

 学童の役割等もこの１番の中に含む。 

 

 学童とかは、入らない。 

 

 入らないですよね。 

 ２番ですか。 

 

 ２番に、そうですね、２番だと思います。 

 

 そうですね。２番ですね。 

この辺に少し表現させていただいたほうがいいような感じがしま
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すね。 

 

 学童保育は、北上は先進地と言われておりまして、県内でも進ん

でいたのですが、北上市がやってきたことに、国がやっと追いつい

てきて、そして国が委託料をどんどん増やしてきて、独自で出して

いる市の補助金とかあったのですが、市も財政が厳しくなったりす

るとだんだんと補助金の率を少し下げたりして、結局、指導員に任

せている。行政として学童にどうかかわればいいのか、お金を出せ

ばいいのかという議論が前からあったわけですが、行政がどこまで

学童に関わるべきかということが、これから大きな課題だと思いま

す。ましてや人口減少で、女性の社会進出がこれから益々進みます。

その政策がまだ市では補助金だけ、国の制度・委託料を出せばとい

うところで止まっている。 

 

 環境整備の関係で言うと、今お話しされたのが、指導員、学動保

育所の指導員の質・量、そういった面など内容的には、処遇改善、

質の改善、研修等そういったことが大事になって来ています。 

 

 施設もありますね。学童ごとの格差があって 

 

 お陰様で、17小学校全てに学童が設置されるようになり、今年は

大きな出来事がありましたので、あとは内容を充実していくという

ところだと思います。 

 

 基本スタンスが、地域の人達が最初にやってくれているという所

から学童は始まったと思うのです。だから場所も、近くの民家を借

りてやっている所もあったり、場合によっては、無ければ行政が作

るようになったり、そのスタンスがばらばらなんです。これは大き

な課題になっています。 

 

 今の件で、実は教育委員の皆さんにはまだお話ししていなかった

のですが、昨日入った情報で、放課後子ども教室がありますけれど

、放課後子ども教室の方では、黒沢尻西小学校の取組みが文部科学

大臣表賞に選ばれたということで昨日ニュースが入りました。 

 

 そうですか。 
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 放課後というのは、学童ではなくて放課後子ども教室 

 

 これは自治協の事業ですね。とても素晴らしいですね。 

 

 大変うれしいニュースでした。 

 

 いいモデルになるのかも知れないですね。 

 

 モデルプランで３年間国から助成金を受けて、それを自治会で継

続してやるんですよね。 

 

 そうですね。  

 

今までの学童に関する私の感想というか、思ったことなんですけ

ど、私も二人の息子を昔お世話になりまして、且つ運営する側での

いわゆる学童自体は、公設民営ということで我々、父母会が先生と

いう指導者を雇用するという形態なのですが、事務局という立場で

いろいろと関わって、その通り補助金の問題、人数によって変わっ

てきたりとかもあって、実際のやりくりは先生がやられて、その数

字を見せられて「ああーそうですか」という感じだったのですけど、

いずれ、そういった面で大変苦労されているなということ、又指導

員の補充がなかなかいないということ給与の面や諸問題がいろい

ろありました。一番感じたことは、預ける親御さんたちが保育園の

感覚で預けるということです。我々保護者が運営する立場というこ

とで資料とか配ったりするのですが、預けっぱなしという、そこが

運営する側で苦労したことです。先生方はもっと苦労されているん

だなというところで、そこを行政の関わりでどこまで行けるのか分

かりませんが、本来運営するのは、我々保護者ですので、もっと違

うやり方にするべきだと思うのですが、そこがちょっと大変だなと

いうことを当時思いました。 

 

 上手に協働運営ができればいいのでしょうけども 

 他にこの件に関して、何かございますか。 

 

 直接この件には、関係ないのですけども、継続していくというこ
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とで、６ページの４番、豊かなスポーツライフの実現ということで

すが、丸の３つ目ですね。これに限ったことでは無いのですが、今

回の希望郷いわて国体、全国障がい者スポーツ大会はチャンスであ

って、やっぱり盛り込んであるというところだと思いますが、市を

あげて取組んでいるのですが、引き続きこれが終わったあともこの

大会は続くわけでありまして、「引き続き競技力向上に取組みます」

というのは、文面解釈はこれでいいですが、どういった流れを想定

されているのかということ。継続してやっていくというところに何

となく大きな大会が終わるとどうしてもしぼんでいくような感じ

がしますが、「せっかく拡がったんだからこんなふうにひろがった

らいいのではないか」というようなビジョン的なことはないです

か。 

 

 具体的な中身について 

 

 国体の会場であります整備した施設を、国体後も色々な形で活用

していきたい。2019年ワールドカップの事前合宿、それから2020年

のオリンピックの予選会と合わせて陸上の日本選手権ということ

もありますけども、そういった大きな大会を立派な競技場がござい

ますので、そこに一流のアスリートが会場に来てそれを見る市民の

レベルアップにもつながると、それから交流人口の拡大にもなると

いうようなことを狙って国体にもそのような施策に展開していき

たいということであります。 

 

 全体のそれぞれの種目別の状況を見ると、強い選手を育てている

組織は、組織力もあるので、大きな大会等も引っ張っていって運営

する力もあるんですよね。ですから教育委員は、そういう競技力向

上の流れをしっかりとつなげていかないと次の展開につながらな

いという意味でここに載せているのかなということだと思います

けども。 

 今回、来年で終わらないように、その中からオリンピックには間

に合わないと思いますけどもそういうトップレベルで活躍する人

達が出て、競技種目ごとの組織、それらがしっかりしてもらえれば

北上のスポーツとしては非常に良いのかなと思いました。 

 

 競技団体に深く関われる人材を育てることですよね。そうすると
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有名な大会が来ない、有名な選手も来ない、そのネットワークをい

かに作るか、国体が契機ですね。５年位盛り上げていけば。 

 

 例えば、ラグビーは、７年連続北上から花園へ行っているのです

が、これはラグビーに対する思いが強い人達が強い組織を作って、

小学生、中学生の大会を毎年北上で市長杯ということでやっている

、その成果が恐らくそれにつながっているのではないかと思ってい

ました。 

 

 今度花園へ出る高校のチームが、一緒に北上に集まってキャンプ

を張ったりとか、北上で集まるというラグビーはそういう雰囲気で

すね。 

 

 日本代表のキャンプも北上でやりました。 

 

 ３年続きましたね。だからラグビーなら北上という名前がもう広

まってきている。それ以外にもサッカーなら、野球なら、というも

のを広めていきたい。 

 

 そうすると、大学も来るんですよ。 

 

 直接的には関わりが無かったかも知れませんが、そういう継続性

があるということを確認しておきたかったということです。これが

さっきの地域力であったりいろんな子どもと大人の関わりになっ

ていくのですね。是非、継続していただければと思いました。 

 

 先程、学童ですとかそれから放課後こども教室等のお話しがあり

ましたが、どちらかというと小学生を対象にしたプログラムなんで

すけれども、小学生はまだ善悪の判断とかがある程度分かって、や

ってはいけないことを理解しているように思うのですけど、それか

らだんだん大きくなった時点というのが一番心配な時期で、ところ

が中学生位になるとクラブ活動が忙しくて、どちらかというと色々

な地域で中学生向けのプログラムを提供しても参加する中学生が

少ない、それはおそらくクラブ活動に毎日毎日携わっていて、とて

も余裕が無い、土曜日でも日曜日でも余裕が無い中高生があまりに

も多いのではないかなあというのを感じているのですけども、一番
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ある意味不安定な心の状態になるような年代の子どもたちのケア

というのは、すごく必要ではないかなと、色々な全国各地で起こっ

ている悲惨な事件というのもどちらかというと中学生が関わって

いたりとかするので、どうしても小学生に目を向けがちなんですけ

ど、それから後がすごく大事だと思うので、そこも６ページの２番

の３番目、それから３番の１番目、あらゆる世代の市民にというの

も、やはりどこかで中高生のティーンエイジャーの心のケアとそれ

からその子たちの考え方を夢があるように導きだすというのは将

来北上の取りたい、色々なものに目を向ける時代だと思うので大切

に育てないといけない時期かなと感じているのでその辺を盛り込

んで欲しいなという希望があります。 

 

 この間の青年会議所で２回目か３回目かの仕事の体験、非常にい

い事業だなと思って見ていました。これの中学生バージョンがあれ

ばもっといいなと思いながら見ていましたし、それからそれぞれの

地域のイベントでもほとんどが小学生までというところがありま

す。１つの例をあげると、黒沢尻６区の山車に関しては中学生まで

参加させていますので、「いいことだなあ」と思っていますし、公

園の草取り作業、朝５時30分から30分位をやっています。それも中

学生の親たちを児童ということでは無く生徒部という組織をつく

ってもらって、そして出て草取りをしてもらう。たった30分の間で

も近所のおじさんおばさん達と一緒に作業をするということで非

常にいい事業だなと思って見ていましたので、他の地域でもおそら

く事例があると思いますので、そういったことを広めて中高生を出

来るだけ地域に引っ張り出すようにするべきだろうなと思います。 

 

 今、薄衣委員からお話しありました。「キッズ！ＪＯＢ」は今年

で３年目位、昨年度までの反省から青年会議所の方から「何か意見

があれば」ということで、求められたことがあったのですが、北上

に職としてなかなか人財を充足されていない分野、つまり医療系お

医者さんとか弁護士とか、介護とかそういった職についても小学

校、中学校の時に１回でも体験するようなプログラムがあるといい

ねと話をしてそれで今年初めて医療関係のメスを使うお医者さん

の体験というようなプログラムが今回入ったという事例がありま

した。大変積極的に研究されている。中高生の話になると、お祭り、

夏まつりでの中高生のボランティア参加がここ２、３年非常に多く
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照井渉委員 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

教 育 長 

 

 

 

 

なってきている。これは、旧市街地に限らず南側、あるいは西側の

和賀町などからのボランティアが沢山出てきているということは

ひとつのきっかけにはなっているのかなと思います。また、先日市

内のＰＴＡ連合会、市Ｐ連の研修会でパネルディスカッションがあ

ったんですが、そこに中高生参加ということを題材にしたテーマで

の協議があって「今、このくらい盛んに子供たち参加していますよ」

とすべての学校のＰＴＡの役員の皆さんがお聞きになり、そういう

ふうな場面もありまして少しずつ多方面では広がりが出てきてい

るのかなという気がして応援していきたいなと思っておりました。

あとは、中学生の社会参加といいますか、関係することなのですが、

職場体験を充実させたい、キャリア教育の１つとして、それで一関

あたりですと全ての学校は５日間職場体験をするようにプログラ

ムを組んでいます。教育課程を組む上でも大変なことで、５日間も

休んだらどうする？となりますがそれなりに続いています。北上市

内ですと中学校２年生を対象に２日間がほとんどです。ただこの間

調べましたけれども、市内の企業、事業所2 0 0事業所を越える事業

所の協力得ています。それを全部リストアップしたんです。そした

ら2 0 0を越えていました。それだけ働く場所があるとそして協力し

てくれる事業所がある、それが市内の状況です。選り取り見取りで

す。下地ができているのかなという気がしています。農業体験でも

お世話になっています。 

 

 職場体験ですけども、地元のうちの中学校の他にも市内の中学校

２校が来るようになりました。もっともっと増えていけばいいなと

感じています。「普段食べている物が当たり前のようにスーパーに

並んでいるのではないんだよ」ということを、半分以上の生徒は知

らないので、ここから教えるということが、また１つ本当に必要だ

なと感じていました。 

 

 同じことを、農水省から来て勉強していきましたよね。 

 

 社会、地域に関わるとそういう取組みを通して、薄衣委員が言わ

れるように中高生の心を耕してあげるというのかな、そういうコミ

ュニケーションを高める、そういったことに繋がると思いますので

、施策の事業の中でこれはやっていきたいなと思いました。 
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市  長 

 

 

副 市 長 

 

政策企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副 市 長 

 

 

 

市  長 

 教育委員会の守備範囲を考えた時に、中学校と高校との境目の問

題があり、どこまで高校と連携できるのかというところが、やはり

どこの自治体も悩んでいるところだと思います。 

 今は、中高生ですよね、高校生も大変なんですよね。そこで市が

行政として県を相手にしながら、協議するのかということがやはり

大事だと思います。そんな中でなかなか進まないですよね。小中連

携は良くあるけど、中高連携でうまくいったというのはなかなか。

中高一貫校というのは出はじめたけれども、そういったことも研究

の材料として、行政の役割の守備範囲を整理つけていく必要があり

ます。 

 

 黒北で始まった「世界塾」、あれなどは新しい試みで非常にいい

なと思います。 

 

 政策企画課長、紹介してください。 

 

 黒沢尻北高校では、学校の総合的学習の取組みの中で、流れとす

ると「グローバルハイスクール」を目指しているということで、人

材育成の中で地域の問題に目を向けて、それを解決する視点、それ

をどうやって培っていくかということを非常に大切にしていると

いうことで、実は今年度初めてなんですが、黒北の１年生全生徒で

すが、８回ほどワークショップをやって、それぞれ地域の中のこう

いう課題があるねということを発見して、話し合って、発表しまし

た。市職員も実は二十何人かメンターとして入りまして、職員の方

もかなり勉強になったと思いますけども、私は、発表会を聞かせて

いただきまして、非常にいいなと思いました。地域の人材育成につ

ながるし、地域のことに関心を持っていただくきっかけは、なかな

か行政としても無かったのですけれども、こういった形で関わって

いけるのであれば本当に継続していく価値があるのではないかな

と思ってきたところでありました。 

 

 市の職員も毎回参加して、各クラスに４人ぐらいずつ派遣して、

一番勉強したのは市の職員ではないか、一番効果があったのは市役

所ではなかったか。 

 

高校も良い方向に進んでいるなあと感じております。 
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高橋きぬ代委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

まちづくり部参事 

 

国体推進課長 

 

市  長 

 

 

 戻るような形になりますが、今の若者が、北上から育ってやがて

北上を担っていくのだろうという子どもたちの話が中心でしたが、

アスリートを考えたときに、かなり上をより伸ばすということはこ

れは必須だと思います。同時に底辺も伸ばしていく、底辺はちょっ

と置いておきまして、年齢的にも底辺が多い、年齢的な底辺という

のもおかしいのですけども、例えば、１㎞歩くことが自分に経済効

果があると聞いたことがあります。つまり自分の健康状態を保つと

いうことですね、医療費の問題とかもあるのですけども、ここにも

書かれてはいますが、スポーツをする機会の拡充・市民スポーツ推

進の契機という中身なのですが、自分のことを考えた場合にアジア

マスターズがきっかけになって、今まで全く運動をしなかったのに

運動するようになって、個々とのつながりができて視野がひろがり

それは少なからず、自分の人生に潤いをもたらしているような気が

します。今回も国体の種目にプラス、デモンストレーションなどさ

まざまな運動がありますが、そういったものを１つのきっかけにし

ながら、きっかけにできるかどうかというところがとても大事なの

ではないかと。そこをきっかけにしながら今まで外に出なかった

人、いままで関わって来なかった人達が関わっていくことが市の活

性化にもつながっていきますし、個人の活力も向上していくのでは

ないかというふうに、ここを読んで思いました。いろいろ考えてさ

まざまな具体的取組みをして、１つ１つはかなり有効に機能してい

るし、作用しているように感じますが、年配の人達を含めて生涯学

習をどうしていくのかということのきっかけにあらゆる手を使い

ながら工夫して、スポーツの良い機会に、そして機会拡充になれば

と思います。 

 

 もうすでに２月のスノーシューハイキングは募集が始まってい

ましたので、何人位ですか 

 

 20人です。 

 

 市長と副市長も入れて20人です。 

 

 何でも出ろと言われていますから。 
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まちづくり部参事 

 

市  長 

 

 

高橋きぬ代委員 
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国体推進課長 

 

 

 

市  長 

 

国体推進課長 

 

市  長 

 

 

 

副 市 長 

 

国体推進課長 

 

 

まちづくり部参事 

 

 

市  長 

 

 

 ２月14日の日曜日です。夏油高原です。 

 

 国体の冬季デモンストレーションスポーツですので、そうなれば

、国体選手になります。 

 

 この辺の呼びかけを国体選手だけではなくて、地域の人達で直接

に声をかけて広めていくような体制が取れるといいなと思います。

「募集しているよ」といってもそこに入るのは、ちょっと垣根があ

りますから、出席者から声をかけるというような手だていいと思い

ます。 

 

 今、どういう呼びかけをしていますか 

 

 スノーシューハイキングについては、山岳会が主体的に取り組ん

でおりまして、うちの方ではホームページに掲載して取組みをして

おりますし、広報にも掲載しました。 

 

 ５種目ですね 

 

スノーシューを入れて５種目です。 

 

 何か特集でも組んで「出ましょう」と広報に１ページ位使ってや

ってもいいのではないですか。「ボランティアも参加しよう」とい

うことで 

 

 体力を使わなくても、誰でも参加できるものもありますか 

 

 ペタンクなどもありますので、そういったものも含めて誰でも参

加できると思います。 

 

 スノーシューも２㎞と４㎞とあって、２㎞だとそんなに大変では

ないと思いますので本当に誰でも参加できると思います。 

 

 そろそろ１時間位になりますので、この件について特に他にあれ

ば御発言いただきたいと思いますが。 

 それでは、ただ今いただいた意見を特に６ページの方に何とか入
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れ込みたいというふうに思いますのでよろしくお願い申し上げた

いと思います。後ほど修正した部分については、個別に御連絡申し

上げますので、詳細について、気が付いた事があれば御指摘いただ

ければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは続きまして教育委員会から説明をお願いします。 

 

 最初に私の方から説明したいと思います。 

 今日は第２回の総合教育会議ということで、冒頭市長の方から教

育大綱の素案を協議して、今年度中には策定したいということでご

ざいました。その大綱として市長が掲げるあじさい都市第二ステー

ジのマニフェストを具体化する施策ということで、教育委員会とし

ても今年度、来年度事業へどう反映させるかということが次の課題

になってくるわけでございます。お手元の資料の後ろから２枚目に

教育委員会としてはこのような事業を推進していく中で、市長のマ

ニフェスト、あるいは教育振興基本計画の４方向を実現させていき

たいとこのように考えているところでございます。何点かについ

て、お話しをさせていただきます。 

 １番の子育て・医療・福祉の関係は第３子保育料無料化と事業名

を掲げておりますが、詳細につきましては、担当課長の方から説明

をしてもらいますけれども、お陰様で目標としております、軽減率

でありますとかあるいは第３子無料化に向けた取り組みは進めて

はきておりますけども、依然として市民の皆様からは要望が髙くあ

るという状況でありますので、この実現に向けてどういうステップ

を踏んでいったらいいのかということを検討しながら事業推進を

して参りたいと思います。 

 ２番目の教育・芸術文化に関わっては、特にも学校教育の充実と

家庭・地域の教育力の向上と、ただ今の協議の中でも出て参りまし

たけれども、特にも学校の小中学校の生活が、子どもたちの生活が

充実していくということを裏付けていくことが地域教育力の向上

であろうとそんなふうな意識を持っております。心配をいただきま

して、議会等でも「北上の小中学生の学力実態はどうなんだ」とい

う質問もいただくわけでございまして、過日行われました９月定例

議会でも小学校の学力は「まずまず平均以上でしょう」という話を

しましたし、それから中学校の方は「若干それには届かないところ

もありますけれども良く健闘していますよ」と話をしました。先週

のことでございますけれども、実は10月に岩手県の小中学校学習定
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着度状況調査というものがあったわけですがその集計がまとまり

まして、資料は後ほど何かの形ではお示ししたいと思っておりまし

たが、意外や意外と申しましょうか、小学校は全国平均並みと中学

校は初めて２年生でしたけれども、全ての教科で県平均を上回ると

いう大変びっくりする資料が担当から来まして、「内容を精査して

みろ」ということで、糠喜びにならないようにと思いながら精査し

ました。そういった面で各学校ともがんばっていただいているとい

うのが実態ではないかと思っております。なお、この件に関わりま

しては、③番に外国語教育の充実と掲げられておりますけども、お

陰様をもちましてＡＬＴの充実ということで、今年度二人の新しい

ＡＬＴが着任するという大きな出来事がございました。目標といい

ましょうか、願いは全ての小中学校にＡＬＴが配属なるような環境

が望ましいだろうと思っておりますが、現在二人増員になったとい

うことで小学校、中学校共にＡＬＴを中心とした英語教育の充実が

図られてきていると加えて黒沢尻北高等学校でのグローバルハイ

スクールでの履行、先程課長から話がありましたけれども、中高連

携した英語教育の充実した地域ということをひとつ大きな柱にな

る、アピールポイントになるかなと思います。加えて、前にもお知

らせいたしましたけれども３年目、４年目になりますけれども、英

検の受験合格率の拡大という願いを込めてやっておりました英語

講座でございますが、初年度は英検３級、英検３級というのは中学

校の英語の到達基準と言われているところでございます。文科省の

方では英検３級をとって中学校を卒業する子どもたち、全ての子ど

もたちが合格するようにという願いを、目標を掲げているわけです

が、北上市でも英検の受験を勧めておりました。英検受験料の補助

でありますとか英検講座でありますとか取組みをしてまいりまし

た。初年度73％の合格率でございました。これは全国の英検３級の

合格率は53％と言われておりましたので受講さえすれば英検３級

合格保証できるぞと言われる位大変高い数字でございました。翌年

は72％、昨年度73％今年更に受講者が増えたということから、若干

合格率が下がるかなと思いながら発表を今、心待ちにしている状況

でございます。なお、充実させていきたいと思っております。それ

から、子どもたちの健全育成の面でも大変心配される状況が全国

で、岩手県内でもあるわけでございますが、不登校の子どもたちが

１つの目安にもなるわけでございますけれども、不登校の出現率と

いうことについては、各学校のがんばり、努力、子どもたちのがん
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ばりもありますけども出現率が大変下がってきているということ、

この傾向を更に進展させていきたいという状況であります。ちなみ

に中学校の出現率は平成21年当時は、市内では2.36％ということで

全国平均より低いですが、岩手県2.19%という出現率より高いとい

う状況で大変心配をしましたが、昨年度平成26年度は、北上市内の

出現率は1.59%と記憶にあるかと思いますが、全国も県も不登校の

出現率が、昨年度よりも高まったということで大変大きい見出しで

出ましたが、当北上市では、平成25年度から26年度へ更に出現率が

下がる傾向がございまして、大変よろこんでいるところでございま

す。そういった背景をもとに子どもたちが充実した学校生活が送れ

るような施策を掲げてございますけれども、それらを進めていきた

いと思っております。(2)として市民総参加のスポーツ推進という

ことで、国体・障がい者スポーツ大会ということで掲げてあります

が、御案内の通り、来年度の国体に向けまして、小中学校の方では、

47都道府県の応援チームを作るという取組みを展開中でございま

す。中でも教育委員会、市の方から「○○小学校は○○県を応援し

て下さい」というような指名、指定をするというような方法はとら

ないで、校長会の方に「47都道府県をどういうふうに応援したいか」

と相談を持ちかけました。その結果、校長会事務局の方で、校長会

の問題として色々調整しながら「それでは自分達で応援チーム都道

府県を決定しよう」というようなことで、その辺が自主的な取り組

みにつながっていくものと思っておりましたので、そういった取組

みを通してスポーツに親しんで、そして競技者になり、応援者にな

るとそういうふうな気運を更に高めて参りたいと思っておりまし

た。(3)最後の方には、地域教育あるいは芸術文化・国際交流の推

進とございますけども事業名が書かれてございますので、各担当の

課長からそういったところの若干の説明をさせていただきたいと

思っております。教育委員会の各施策について市長から御指導をい

ただければと思っております。以上でございます。あとは、各課長

から話があります。 

 

 子育て支援課長 

 生涯学習文化課長 

 学校教育課長 

 教育部総務課長 

 給食センター所長 
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企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

髙橋善郎委員 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

生涯学習文化課長 

 国体推進課長 

 文化財課 

 の順に説明 

 

 教育委員会事務局で考えている来年度の事業について、御説明が

ございました。 

 委員の皆様方から御質問、御意見等ございますでしょうか。 

 ちなみに事業等についての今後の要求予算化の手順等について

は企画部長からお願いします。 

 

 昨年まで道順をつけて大変心苦しいのですが、財源が厳しくて全

部やれるかどうか非常に板挟みになっているような気持ちで聞い

ておりましたけれども、今後これは来年度の予算化、そして来年度、

再来年度、28、29、30年度までの実施計画という形で各部からの要

求にて、それを今調整をしているところでございます。このあと引

き続き調整をいたしまして、予算枠、財源の枠がございますので、

その中で庁内、教育委員会以外の部分を含めてどのように調整して

いくかということを政策推進会議という場で行っていきます。これ

を年内には終了いたしまして、来年度の予算を決定していくと、若

干時間がかかるのではないかと思っておりますが、年明けには決め

てしまわないと、というところで、これから11月後半、年末が予算

確定の山場になるということでその中でこれらの事業についても

協議していくという流れになってございます。 

 

 あとは、委員の皆さんからどうぞ 

 

 生涯学習文化課の地域教育力向上放課後こども教室設置事業と

いうのがありますが、先程出てきた黒沢尻西小学校の放課後こども

教室のですね。28年度、29年度に同額の予算が付いていて、30年度

の予定で少し下がっているようですが。そこまで突っ込んではまず

いですか。 

 

 分かるのであれば 

 すいません、次年度だけ聞けばいいのですが 

 

 まずは、国の予算が無くなり、国の補助をやめてから市が単独で
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若干の補助を出しているわけですけども、今回ローリングでまず出

したのですが、手元に資料を準備しておりませんので、下がった理

由というのは詳しく分かりませんけれども、児童数が若干減ってき

ている部分があるようですが、それほど減るものではないのでその

辺は関係ありません。事業を減らすとかそういう事は考えておりま

せん。 

 

 今日は、次年度を中心というのがいいですね。 

 

 このラインアップを見ながら、感じるところがあれば 

 

 法律でですね、市長は、予算を組むときに教育委員会の意見を聞

かなければならないというルールがあって、今日はその場というこ

とで、来年の予算編成にあたって意見を聞く場ということです。 

 

中心は先程の説明の中でということで、失礼しました。 

 

 詳細については、このあと個々には意見は無いのですけども、比

較的教育予算が岩手県も北上市も多くは取れない状況にあるとい

うふうに聞いておりますので、是非、できるだけ出ている部分につ

いては実施していただければありがたいです。 

 

 はい、ありがとうございます。 

 

 利根山光人の美術品が5 5 0点にもなったということは 

 

 その他も含めて、全部含めて5 5 0点 

 

 他の方の作品を含めてです。利根山光人に関しては、2 5 0～2 6 0

点位ということになります。 

 

 含めてなのですね。失礼しました。そのことも含めて利根山光人

のことを北上市内だけではなくて近隣の市町村や広くアピールす

るだけの力もあるのではないかと思うので、その辺のピーアールを

是非、20周年を機に力を入れると更にいいのかなと思います。 
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 ありがとうございます。確かに、ピーアールはどーんとしていき

たいのと、もしできるのなら広域で展示できるような企画を考えて

いきたいと思います。 

 

 今の補足ですが、定住自立圏形成ということで、金ヶ崎と奥州市

と北上市が中心市となりまして、金ヶ崎町と西和賀町と広域でそれ

ぞれの持っている都市機能とかいいものを使って、やっていきまし

ょう、共同で使っていきましょう、あるいは弱い所を補っていきま

しょうという事業で、この間協定書を締結したということを広報で

お知らせしたところですが、その中の連携事業として今、お話しが

あった部分も取り込みは可能だなと一旦は、計画は 

今年度分は作ってはおりますが、今後の来年度以降の部分に向けて

、西和賀、金ヶ崎、奥州と協議しながら美術品の貸し借りまで含め

て、そういった事業も可能かなと今、思って聞いたところでした。 

 

 近年、アートを１つの売り物として広い公園の所に芸術家を住ま

わせて、そこの公園の中に展示するというような方法を取って、そ

ういった展示の仕方が人気を集めていると聞いているので、利根山

光人の美術館のそばに展勝地もあることなので、建物の中だけで考

えるのでは無くて、展勝地の地域一体をアートの山のように考える

と、非常に人の流れも良くなるのではないかなと思うので、もし外

にでも飾れるようなものがあるのであれば、その公園をアートを見

ながら散策するというような方法もとれるのではないかなと思う

ので、併せてうまくピーアールすると集客力につながるのではない

かと思います。 

 

 はい、ありがとうございます。 

 

 地域教育・芸術文化・国際交流、７ページの下の部分ですね、周

年記念が２つ程、利根山光人さんと「お母さんの詩」と２つ入って

いて、詩歌文学館賞を今年度周年ということでゲストを呼んで非常

に周知活動をしてやりましたけれども、周年ということは非常に市

民にとっても良いきっかけになると思いますので内容を充実させ

て広く市民にあるということを前々から知らせる必要があると思

います。それを実現させるためには、お金もかかるかと思いますが、

ここに力を是非注いで、削れるものは無いですが、特にも周年もの
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は市民への周知をしていく必要があると感じております。 

 

 はい、その通りだと思います。 

 あとは、市民だけではなくて、いろいろ今北上市はシティプロモ

ーションということで様々な情報発信をしていこうと準備してお

りました。その中でも載せていければいいかなというふうに思って

考えていました。 

 

 施策と直接は関係ないかも知れないのですが、前から感じていま

したのは、北上市は住み良さランキング連続、６回ということにつ

いて市民がどれくらい周知し誇りを持っているかということを感

じるのですが、公募はしていますがもう少しそこをアピールして

「北上は素晴らしい。こういう素晴らしいところに住んでいてとて

もうれしいし誇りだな」というような気持ちの醸成をしてもいいの

ではないかと思います。 

 

 その通りであります。ありがとうございます。 

 話はしているのですが、なかなか隅々まではいかないですね。 

 各地域でも、そういう自分たちの地域の良さを見つけて是非発信

して欲しいという話はさせていただいておりますが、地域だけでは

無くて、団体もこれからもずっと多分、お願いしていかなければな

らないと思っておりました。 

 

 何が住みよいのか？実感できないという意見が多い。結局よそと

比較してみると分からないですね。日常の暮らしだから自分達がど

こがいいかというのが良く分からない。よそから見ればいいらしい

です。 

 

 あと、外に出た人も「北上いいな」と。中にいる人がなかなか実

感しないと 

 

 我々、いろいろな会合で盛岡とか仙台とか行きますが、北上はい

いないいなと言われますけど、我々はそんなに実感が無いから、そ

ういうふうな自分達の誇りを持つということを何かやっていかな

ければならないでしょうね。「何がいいのか？」と良く言われます。 
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 関連して、市長の方から教育委員の皆さんに、保育料の軽減に関

わっていろいろ課長の方からも紹介がありましたけれども、「努力

はしている」と基本的なところで市長会とのあるいは県としての動

きがあるようですけども、ちょっと紹介をお願いします。 

 

 このこと、その他にもあるのですが、今人口減少に対して国の目

標が定まってそれを各地域に、地域版の総合戦略を立ててやりなさ

いというような動きになっているのですけど、肝心の国の方針が全

く出されていないという状況なので、各自治体ともまず国が目標を

達成するための施策を出してくれという要請をしています。その中

で特にも、子育て・医療・福祉の面については、ベースになる国の

施策になりますので、そこは各自治体間で競争させるのではなく

て、国がしっかりとケアするべきではないかということは一致し

て、この間の全国市長会から国に話をしておりますし、我々は岩手

県市長会として各出身の国会議員の皆様にその旨、話をしたところ

でございまして、近々国の施策というものは出されるものと思って

おりましたので、それと連動させていきたいなというふうに思って

おります。それとは別に今回の第３子保育料無料化というのは、全

体の予算を見ながら言われれば是非やりたいというふうに思って

いる施策ですのでこの辺は注目して見ておいていただければと思

っております。 

 

 子育て支援課長、こういう人口減少の流れの中であって、多子世

帯の保育料が上がるという制度が改悪というのかな、今はそうなっ

てしまっている。 

 

 今までは、年少扶養控除が無くなったにもかかわらずそれがある

かのように計算してあげていたということがあったから、そこを是

正したというのが国のやり方でしょうけど、その制度は制度でしょ

うが、子育て世帯には、やさしくない制度設計だなとは感じます。 

 

 新しい制度で急に保育料が上がってしまいましたから、札幌や横

浜では大騒ぎになっています。国は、二人標準で考えるようになっ

たのかな。三人、四人になると厳しくなって、多く払うようになっ

て、国が言っている人口減少問題に取り組む姿勢と出してきた施策

が全然合っていないというところが、ちょっと考え直してもらいた
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いと思います。 

 でもどこの自治体も今、人口減少問題に対策をたてなければなら

なくて、よそから人を奪うためには第３子を無料にしなければなら

ないとして、いわゆるそういう無駄な競争をやっているという、そ

れが国がしっかりやれば市町村がけんかしなくても、競争しなくて

もいいんじゃないかということで 

 

 こういったところは、それぞれの首長に裁量権を持たせないよう

に国がやらなければならない。競争し始めれば、きりがないですか

らね。 

 

 保育料の軽減率も今北上市が一番低い、よそはもっと安くしてい

る。やられれば、やられるほどうちも言われるから先にいかなけれ

ばならないという、そして平均になるとまた下げるとか出てくる。

無益な争いです。 

 

 ある、人口を基に人口減少がすごく過疎化的に起きた村で、職場

があるすぐ近辺にある村だけれども、安い公営住宅を作ったんで

す。そこに作ったときは、どっと子連れの親子が入って人口が一気

に増えたんです。ところが同じ施策を、隣の元気な市がやった途端、

一気にまた出ていったということがあるので、そうすると作っただ

け村民に負担がかかってきたという大きなことがあるので、そうい

う競争を国がさせてはだめだということは言ってきてありますね。 

 

 当市としては、国はいつ頃ですか？全く見えないのですか？ 

 

 見えないわけではなくて、「やっています」という答弁でしたか

ら 

 

 いつまでにという期限はまだ出てきていないのですか。 

 

 でてきていないようです。 

 

 (2)番の市民総参加のスポーツ推進の部分に関してですけども、

事業名には、国体の事しか記載はされておりませんけど、岩手北上

マラソン、来年度は国体の開催ということでいろいろ検討を重ねた
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結果、中止ということにして非常に残念ではあるのですけども、再

来年度以降に向けて、ハーフの部の増設といった事の検討は、管

理・運営の部分でいろいろ大変だとまわりからお聞きしてはいます

が、そういうところを検討していただきたいなと思います。 

 

 いろいろこのハーフの話は聞きますが、検討はしたはずですね。 

 

 県内では、ハーフマラソンというのはかなりあるのですが、唯一

フルマラソンがあるのは北上ということで、フルマラソンをアピー

ルしていくのが北上マラソンかなと、ハーフについては、公認コー

スとしての検討は今のところしていないのが現状であります。 

 

 ハーフは、公認でなくてもいいのでは 

 

 10㎞から公認コースということでやっております。 

 

 10㎞も公認なのですね 

 

 そうです。 

 

 そうですか、知らずに走っておりました。 

 全国どこでも共通ですか。 

 なるほど、分かりました。それでは、話題にはしておきたいと思

います。 

 

 市長と御一緒に今年10㎞に出場させていただいて、市長には多分

負けてはおりますが、去年から出始めた人間が次行くとき、いきな

りフルマラソンは難しいので、ハーフマラソンがあればいいなと、

「金ヶ崎や花巻でもやっているから出ればいいじゃない」と言われ

たりするのですが、北上でもやはり走りたいなとちょっと仲間内で

あったものですから、そう言っていただけると 

 

 近隣でもやっているので、錦秋湖マラソン、沢内マラソン、金ヶ

崎、花巻、それから水沢、奥州ですね、やっていますので、是非来

年は出たい人はそちらへ出ましょうという話をしていました。 
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 そうですね、話は聞いておりました。 

 

 奥州は、公認をとったのですか。 

 

 まだ、再来年から 

 

 そうですね、奥州は再来年フルマラソン公認コースを取りたいと

いうことでした。 

 

 取ったのではないですね。 

 

 今、検討委員会の段階です。 

 

 実施は、春のようですね。 

 

 北上にはぶつけないという話はしておりました。 

 

 それで奥州で開催している二つのマラソンを無くすということ

のようです。 

 

 別な話でいいですか。 

 英検の受験料補助事業なんですけども、合格率が73％と非常に素

晴らしいことと思うので、それをキープしていくためには、英検の

合格がゴールではなくて、その合格した中学生の活躍する場を作っ

てあげると更にいいのではないかと思うので、例えばラグビーのワ

ールドカップ時のボランティア通訳とか、その「おもてなし」の隊

員とかそういう何か制度を作って、連携を取った子どもたちは何か

活動できる場を設置してあげると、使う意味が無いように思うの

で、そういった場を作ると、目的が増えると受験率も更に増すので

はないかと思うので、せっかくこれだけ高くなってきて、受験者も

増加しているということなので、更にそういう活動の場を与える

と、回転していくのではないかと思っています。以上です。 

 

 はい、ありがとうございます。 

 非常にいい御意見です。角館で、そういうことをやっていますね。 

教育長でしたか？情報は 
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教育部総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 市長から。桜サミットででしたが、中高生が、来られた外国人に

アナウンスして歩く 

 

 通訳をしながら、観光ガイドをするそうです。 

 はい、それではそろそろ時間になりましたので、これ位にして終

わってもよろしいでしょうか。 

 はい、それでは２つの協議について、様々な貴重な御意見を賜り

ましてありがとうございました。これからの施策に生かしていきた

いというふうに思いますし、また今日の場以外にもいろいろお気付

きの点があればいつでも御指摘をいただければありがたいなと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上で協議の部は終わりたいと思います。事務局で進行をお願い

します。 

 

 それでは、日程の御連絡であります。 

 冒頭に大綱のところで企画課長からもお話しがありましたが、ス

ケジュールでございますが、次回の総合教育会議を１月28日とした

いと思っております。ということは、大綱の最終確認とそれから今、

外部の検討委員会も交えて検討しておりますが、教育振興基本計画

の見直しの協議も予定しておりますのでよろしくお願いいたしま

す。以上です。 

 

 お疲れ様でございます。 

 これを持ちまして北上市総合教育会議を閉じさせていただきま

す。お疲れ様でございました。 

 

 

（閉会 午後３時30分） 

 

 

会議録作成者  北上市長 髙 橋 敏 彦 

 


